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紫緑会だより

卒業生の皆様には、益々ご清祥のこととお慶び申

し上げます。

新型コロナウイルス感染症は今年５月に第５類感

染症へと分類が引き下げられ、私たちの生活も以前

の様式を取り戻しています。大きな危機を乗り越え

た私たちは学びを得て、新たな時代へと進んでいま

す。一方で、ロシアウクライナ戦争はいまだに終結

を迎えず、中国大陸と台湾の攻防、中東の軍事侵攻、

異常気象による災害も後を絶たない中、我々医療従

事者は人々のレジリエンスを支え、その健康を守っ

ていくといった志を堅持し、それを誇りに職務を全

うする責務があります。　

紫緑会は前身校の京都大学医学部附属看護学校と

京都大学医学部附属臨床検査技師学校のそれぞれの

同窓会を統合し、医療技術短期大学部からスタート

した同窓会です。会報の発行をはじめ、各専攻支

部の活動を通して情報交換の場の一つとなっていま

す。 卒業生の皆さんにとって志を共にする仲間が

集い、いつでも帰れる心の基地としての同窓会を絶

やさぬよう務めて参ります。 今後とも紫緑会の発

展のために皆様の温かいご支援を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。

紫緑会の皆様はますますのご清栄のこととお慶び

申し上げます。この度、人間健康科学科の学科長を

拝命した青山朋樹と申します。

ようやく新型コロナウイルスも 5 類となり、コロ

ナ禍の長いトンネルから抜けようとしております。

しかしながら病院職員はマスク着用を必要とし、患

者さんの家族のお見舞いにもまだ制限が残ってお

り、完全にはコロナ禍から抜け出したとは言えない

状況です。人間健康科学科においても、対面講義、

対面実習が再開され、クラブ活動やアルバイトなど

の課外活動も再開されてきておりますが、コロナ禍

下においてリモート講義に慣れてしまった学生や課

外活動を行ってこなかった学生は、戸惑うことも多

いようです。しかしながら４年ぶりに開催した対面

でのオープンキャンパスでは沢山の高校生が詰めか

け、人間健康科学科の学舎にも賑やかな声が戻って

きました。コロナ禍前の賑やかな、それ以上の活気

ある人間健康科学科にしてまいりたいと思いますの

で、今後ともどうぞよろしくお願いします。
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青山　朋樹

今年度より第 19 代会長を拝命いたしました。私
は、1985 年作業療法学科の卒業生です。どうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

本会は近年、財政難に陥っていましたが、昨年度
より本学のご協力を得て入会者が増え始めました。
さらに今年度より、支部予算を組まずに支出を抑え
る方針を取っています。これらにより財政改善のき
ざしが見えてきました。

一方、今年度は諸事情により、検査支部の役員が
欠員のままスタートすることになりました。年度初
めの役員会は紫緑会全体と支部の在り方についての
考えや解釈が議論されました。青山朋樹学科長はじ
め、学内の先生方にご相談させていただき感謝して
おります。本学の変化とも関連するこの課題は、時
間をかけて考えるべきことだと思っています。

不安定な状況ではありますが、「同窓会が在るこ
と」が在学生、卒業生、各々にとって、何らかの価値、
あるいは意味を感じられるような会であることを目
指し、具体的な形を模索しながらしっかり継続して
いきたいと考えています。

会員の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお
願い申し上げます。

最後にひとつご報告があります。７月 12 日に医
学研究科・医学部創立 125 周年記念式典及び祝賀会
に招待いただき、紫緑会として看護支部の龍野和恵
さんと私が参加しました。看護婦見習講習科の設置
からも同じく 125 周年であり、式典において宮島朝
子先生が来賓として祝辞を述べられたことは、本会
にとっても大変意義深いと感じました。

紫緑会の皆様におかれましては、ますますご健勝
のこととお慶び申し上げます。

人間健康科学科では 2025 年度の入試より 2 年次
高専編入学を開始しました。これは全国に 51 箇所
設置されております高等専門学校を卒業した生徒さ
ん達を編入生として迎え入れるというものです。高
専の生徒さんは、中学卒業後に 5 年制の高等教育を
受け、実験や実習といった実践的な専門教育過程を
修了しております。2 年次高専編入学は総合医療科
学コースに 3 名の定員で配置されており、先端看護
科学コース、先端リハビリテーション科学コースに
配置されている 2 年次学士入学と同様に、少し違う
教育バックグラウンドを持っております。人間健康
科学科に必ずや新しい風を吹き込んでくれると期待
しております。

ところで、私は立場上、多くの病院長や看護部長、
技師長と話す機会も多いのですが、皆さんが共通し
ておっしゃられることは ｢看護師、理学療法士、作
業療法士、臨床検査技師の卒業生をもっと送って欲
しい｣ です。やはり人間健康科学科の卒業生は優秀
で、ただ業務をこなすだけではなく、ロジカルに考
え、新しい試みやシステム構築に長けており、リー
ダーとなる存在として期待できるとのことです。こ
れもこれまでの卒業生の皆様に長年にわたり蓄積し
て頂いた実績と信用の賜物と感謝しております。｢
そんなに高く評価してくれるのであれば、給与面に
も反映してくれませんか｣ と言っておりますが、今
のところ色よい返事は頂いておりません。どこの業
界も少子高齢化により人手不足が深刻で、優秀な人
材にはさまざまなインセンティブを設けて、引き抜
きや引き留めを行っております。医療業界において
もそのような流れができるよう努めてまいります。
卒業生の皆さんも御協力をお願いします。

梶原　香里



卒業生の近況報告
『看護師としての様々な働き方』

私は京大病院に就職して８年目になります。６年程整形外科病棟で働いた後、
現在は外来棟 4階の内視鏡検査部で働いています。6年間の病棟勤務は、手術・
入退院が多く、常に病棟は慌ただしく、毎日業務に追われていました。しかし、
その中でも患者さんに寄り添い、日々の関わりを通して、自分自身学ぶことも
多く、やりがいを感じて働くことができました。
現在働いている内視鏡検査部では、患者さんとの関わりは検査の際の一時的
なもので、私たちは検査に至るまでの詳しい経緯や、検査後の経過など継続的
にみることはできません。外来検査部に異動になった当初は、患者さんとの関

わりの少なさや単調な業務の繰り返しとなることに戸惑うこともありました。
内視鏡検査といえば、全く苦痛のない検査ではなく、一般的に耳にするのは、「苦しい」「つらい」といった
ネガティブな印象だと思います。検査前の患者さんは不安な気持ちを抱えることが多く、初めて検査を受ける
場合や腫瘍を指摘された精査の場合は特になおさらです。そんな患者さんの不安を少しでも和らげるために、
検査や処置の内容を分かりやすく説明したり、検査前・検査中も患者さんに声をかけたり、リラックスした状
態で検査を受けることができるような関わりが日々重要だと感じています。外来は患者さんと接する時間は短
い分、短時間でのコミュニケーションを大事にしています。
また、働き方としては、現在基本的に平日の勤務であり、生活リズムが整った生活ができ、平日の夜も自分
の好きなことに割ける時間が増え、今の自分の性格・身体に合った働き方ができていると思います。共に実習
を乗り越え、大学生活を楽しんだ同期とも定期的に会い、リフレッシュしています。看護師としての働き方は様々
であり、今後どのような働き方をしていくのかは未定ですが、これからも看護師として様々な人と関わり、日々
勉強を続けていきたいと思っています。

『遺伝子パネル検査と検査技師』

木々の葉も色づき、キムワイプの美味しい季節となりました。やはり初物は
お造りでいただくのが格別と存じます。2013 年に京都大学大学院を卒業した私
は現在、近畿大学病院で勤務しております。ご想像の通り、マグロに餌をあげ
てから勤務開始となります。卒業後も病院勤務の傍ら、高桑徹也教授にお世話
になり、博士号を取得させていただきました。深く感謝申し上げます。二足の
わらじの我儘を許してくれた妻にも感謝です。本当にありがとう。
7年間病理部で勤務し、院内でNGS 検査をおこなうゲノム医療センターを
立ち上げる際に異動し、今に至ります。現在は遺伝子パネル検査の検体管理、
NGSを用いてODxTTの院内検査をおこなっています。
社会人になる私に「10 年間はNoと言わずに頑張りなさい。自分の意見を言って行動に移すのはそれからだ」
と高桑先生に言っていただいたのを胸に、働いてきました。そして今年で 10 年です。ついにタガが外れます。
最後に息子と娘へ。毎日のように作ってはいるが、パパの仕事は本当はモンスターボール職人じゃないんだよ。
いつか気づいてくれるといいなと思う今日この頃、皆さまはいかがお過ごしでしょうか？

看護学科　2015 年卒　久保田　真衣

検査技術科学コース　2013 年卒　白石　直樹

学校教育の場を作業療法の入り口に

作業療法講座卒業　亀岡市立亀岡小学校勤務　小林　愛佳

作業療法学講座を卒業し、作業療法士免許を取得した私は、小学校の特別支援学
級の担任として日々児童と格闘しています。

京都大学に入学する以前に、特別支援教育について学び、小学校や特別支援学校の
教員免許を取得しました。特別支援学校での教育実習のなかで、児童との関わり方を
調べるうち、「どうやら作業療法という世界が、特別支援教育でも役に立つらしい」と
知りました。作業療法士は、その人の生活の中で、その人にとって価値のある作業や「し
たいこと」ができるように支援していくということも学びました。

子どもにとっての価値ある作業や「したいこと」とは何だろうと考えたとき、学
習や遊びのなかで「したい」が生まれ、その思いが実現されることが、新たな「したい」につながっていきます。
さらに、発達期は本人の価値意識に限らず、子どもを支える保護者や教員の「こうなってほしい」という期待や「こ
うする必要がある」という思いも含めて大切にしていかなければいけません。

こうして作業療法の根幹に立ち返ると、学齢期と作業療法はかなり近いところにあるのではないでしょうか。
一方で、医療につながっていないけれど、作業療法によるアプローチで希望が叶えられる子どもや、保護者、
教員などの支援者がいると考えています。

そこで、学校教育現場が作業療法への入り口のひとつになれたら、実は作業療法を必要としているという人に
も広く届きやすくなると思います。まずは私自身が作業療法士の知識や技術をもって地域の学校で先生として関
わっていくことで、そんな未来へ貢献していけたらという思いをもちながら、今日も子どもと向き合っています。

卒業生の近況報告
子供たちの独立と、51 歳からの新たな学び

理学療法学科　平成 8 年卒　北口　拓也

京大を卒業してから、はや 30 年。大阪労災病院で理学療法士として勤務し、スポーツ整形外科のリハビリ、
特に前十字靭帯（ACL）再建術後のスポーツ復帰支援に長年携わってきました。

この春、我が家の末っ子が大学を卒業し、社会人として新たな一歩を踏み出しました。3 人の子どもたち全員
が巣立ち、それぞれが自立していく姿を誇らしく見守っています。そんな人生の節目に、私自身もまた新たな
挑戦として、20 年以上温めていた大学院進学を実現しました（少々温めすぎてしまいましたが）。これまで臨床
の現場で積み重ねてきた経験と、長年の研究テーマである ACL 再損傷予防のリハビリテーションを、大学院で
の学びを通じて、更に深く掘り下げていきたいと考えています。仕事と学びの両立は決して容易ではありませ
んが、「いつか海外の学会で講演をする」という夢を胸に、日々前向きに取り組んでいます。

今年 5 月には、東京で開催された World Physiotherapy Congress 2025 にて、Outstanding Award (IFSPT：
国際スポーツ理学療法連盟 ) をいただく機会にも恵まれました。自分の研究に対する評価をいただけたことは、
今後の臨床、研究活動にも大きな励みとなっています。

プライベートでも嬉しい出来事があり、長男に第一子が誕生しました。遠方にいる
ため中々会う機会はありませんが、1 歳を迎えたばかりの孫の笑顔に、家族みんなが癒
されています。新たな家族のつながりに、日々喜びと感謝を感じています。

そして、子どもたちは巣立ったとはいえ、我が家には“永遠の末っ子”が元気に
暮らしています。愛犬のシーズー「ココ」（8 歳）です。旅行でも近所の買い物でも、
どこへ行くにも一緒。私にとっては癒しの存在であり、日々の暮らしに欠かせない大
切なパートナーです（もちろん同級生の妻もですが）。

これからも臨床、研究、そして家族との時間を大切にしながら、自分らしく一歩ず
つ歩んでいきたいと思っています。



大学生活を振り返って

総合医療科学コース　3 回生　河那辺　夏生

私の大学生活で何が印象に残っているかと聞かれると、1 番に部活動が挙げられます。私は医学部バドミントン
部に所属しており、とても充実した生活を送っています。部活動に所属して、スポーツによって得られる達成感
や結果はもちろんですが、多くの人に恵まれたことが入って良かったと思える 1 番の点です。部活動を頑張るな
かで、思うように実力が伸びなくて悩むときや人間関係に悩むこともありました。しかし、相談にのってくれる
同期や先輩方がいて、支えられて続けることができました。臨床検査プログラム内の実習が忙しい時は、同期がフォ
ローしてくれました。またコース選択や研究室配属、卒業後の進路など進路に悩み、同じ人間健康科学科の先輩、
総合医療コースの先輩方に相談したときも、熱心に向き合ってくださり、大きな力となりました。その経験があっ
たからこそ、今の私があると感じます。これからは、先輩方にしてもらったように、私も後輩たちがより良い大
学生活を送れるように支え、人とのつながりを繋いでいきたいと思います。そして、これからはいよいよ研究室
での活動や病院での実習が始まります。研究室では、これまで授業で学んできた知識を応用し、自分の力で学び、
結果を積み上げていく経験が求められます。失敗や壁に直面することもあるかと思いますが、その一つひとつを
糧にして、自分の専門性を高めていきたいです。また病院での実習では、授業や実習を通して臨床検査技師の仕
事としてこれまで学んできたことを実際の現場で活かす場面が増
えてきます。理解はできていても、現場で向き合う難しさや責任
の重さを強く実感すると思います。その分、学びの深さややりが
いを感じられる貴重な時間になると思います。残りの大学生活で
は、今まで以上に、人との繋がりを大切にしながら、より一層、
自身の学びを深め、自分の目標に向かって努力を積み重ねていき
たいと思います。

卒業生の近況報告
『看護師としての様々な働き方』

私は京大病院に就職して８年目になります。６年程整形外科病棟で働いた後、
現在は外来棟 4階の内視鏡検査部で働いています。6年間の病棟勤務は、手術・
入退院が多く、常に病棟は慌ただしく、毎日業務に追われていました。しかし、
その中でも患者さんに寄り添い、日々の関わりを通して、自分自身学ぶことも
多く、やりがいを感じて働くことができました。
現在働いている内視鏡検査部では、患者さんとの関わりは検査の際の一時的
なもので、私たちは検査に至るまでの詳しい経緯や、検査後の経過など継続的
にみることはできません。外来検査部に異動になった当初は、患者さんとの関

わりの少なさや単調な業務の繰り返しとなることに戸惑うこともありました。
内視鏡検査といえば、全く苦痛のない検査ではなく、一般的に耳にするのは、「苦しい」「つらい」といった
ネガティブな印象だと思います。検査前の患者さんは不安な気持ちを抱えることが多く、初めて検査を受ける
場合や腫瘍を指摘された精査の場合は特になおさらです。そんな患者さんの不安を少しでも和らげるために、
検査や処置の内容を分かりやすく説明したり、検査前・検査中も患者さんに声をかけたり、リラックスした状
態で検査を受けることができるような関わりが日々重要だと感じています。外来は患者さんと接する時間は短
い分、短時間でのコミュニケーションを大事にしています。
また、働き方としては、現在基本的に平日の勤務であり、生活リズムが整った生活ができ、平日の夜も自分
の好きなことに割ける時間が増え、今の自分の性格・身体に合った働き方ができていると思います。共に実習
を乗り越え、大学生活を楽しんだ同期とも定期的に会い、リフレッシュしています。看護師としての働き方は様々
であり、今後どのような働き方をしていくのかは未定ですが、これからも看護師として様々な人と関わり、日々
勉強を続けていきたいと思っています。

『遺伝子パネル検査と検査技師』

木々の葉も色づき、キムワイプの美味しい季節となりました。やはり初物は
お造りでいただくのが格別と存じます。2013 年に京都大学大学院を卒業した私
は現在、近畿大学病院で勤務しております。ご想像の通り、マグロに餌をあげ
てから勤務開始となります。卒業後も病院勤務の傍ら、高桑徹也教授にお世話
になり、博士号を取得させていただきました。深く感謝申し上げます。二足の
わらじの我儘を許してくれた妻にも感謝です。本当にありがとう。
7年間病理部で勤務し、院内でNGS 検査をおこなうゲノム医療センターを
立ち上げる際に異動し、今に至ります。現在は遺伝子パネル検査の検体管理、
NGSを用いてODxTTの院内検査をおこなっています。
社会人になる私に「10 年間はNoと言わずに頑張りなさい。自分の意見を言って行動に移すのはそれからだ」
と高桑先生に言っていただいたのを胸に、働いてきました。そして今年で 10 年です。ついにタガが外れます。
最後に息子と娘へ。毎日のように作ってはいるが、パパの仕事は本当はモンスターボール職人じゃないんだよ。
いつか気づいてくれるといいなと思う今日この頃、皆さまはいかがお過ごしでしょうか？

看護学科　2015 年卒　久保田　真衣

検査技術科学コース　2013 年卒　白石　直樹

私は 2025 年 4 月より大学院の学生となりました。それまでは大学病院の病棟看護師として働いておりました。
看護師として学びを重ねていくと看護の楽しさを実感できるようになり、さらに学びたいという思いから、ご
縁があり京都大学に進学いたしました。京都はもちろん、関西に住んだことがなかったため、あらゆる場で新
しいことを発見する毎日です。

大学院での生活は、これまでの病棟看護師としての経験とは全く異なるものでした。大学院では、多様な専
門分野を持つ同期や、長年にわたり卓越した実績をお持ちの先生方や先輩方と意見を交わす機会が多くありま
す。その中で、私は自分の知識や視野の狭さ、スキルの不十分さを痛感しました。例えば、研究を計画する際
のデザインや、理論的な背景の解釈ひとつをとっても、自分の理解が浅いことを実感し、学び続けることの大
切さに改めて気付かされています。

しかし、この未熟さは決してネガティブなものとしてだけ捉えているわけではありません。それはむしろ、
私の学びの原動力であるとも言えます。講義やディスカッションを通じて、新しい知
識を少しずつ吸収し、それを自らの研究や実践に活かせるよう努力を重ねています。
また、指導をいただいている先生方の熱意と豊富なご経験に支えられながら、さらに
的確なアドバイスをくださる先輩方のおかげで、困難な場面でも一歩ずつ前に進むこ
とができています。

最後に、日々専門性と熱意をもって私たちを導いてくださる先生方に深く感謝申し
上げます。また、温かく迎え入れてくださった先輩方にも心よりお礼を申し上げます。
このかけがえのない経験を糧に、さらに努力を重ね、学びを深めていきたいと思いま
す。そして、将来にわたって自分の歩む道を切り拓いていけるよう、一層の精進を重
ねてまいります。

高度実践研究者養成プログラム専門看護師課程　慢性疾患看護学　大窪　真由

未熟さを原動力に：学び続ける大学院生活

在学生からのお便り



卒業生の近況報告
『看護師としての様々な働き方』

私は京大病院に就職して８年目になります。６年程整形外科病棟で働いた後、
現在は外来棟 4階の内視鏡検査部で働いています。6年間の病棟勤務は、手術・
入退院が多く、常に病棟は慌ただしく、毎日業務に追われていました。しかし、
その中でも患者さんに寄り添い、日々の関わりを通して、自分自身学ぶことも
多く、やりがいを感じて働くことができました。
現在働いている内視鏡検査部では、患者さんとの関わりは検査の際の一時的
なもので、私たちは検査に至るまでの詳しい経緯や、検査後の経過など継続的
にみることはできません。外来検査部に異動になった当初は、患者さんとの関

わりの少なさや単調な業務の繰り返しとなることに戸惑うこともありました。
内視鏡検査といえば、全く苦痛のない検査ではなく、一般的に耳にするのは、「苦しい」「つらい」といった
ネガティブな印象だと思います。検査前の患者さんは不安な気持ちを抱えることが多く、初めて検査を受ける
場合や腫瘍を指摘された精査の場合は特になおさらです。そんな患者さんの不安を少しでも和らげるために、
検査や処置の内容を分かりやすく説明したり、検査前・検査中も患者さんに声をかけたり、リラックスした状
態で検査を受けることができるような関わりが日々重要だと感じています。外来は患者さんと接する時間は短
い分、短時間でのコミュニケーションを大事にしています。
また、働き方としては、現在基本的に平日の勤務であり、生活リズムが整った生活ができ、平日の夜も自分
の好きなことに割ける時間が増え、今の自分の性格・身体に合った働き方ができていると思います。共に実習
を乗り越え、大学生活を楽しんだ同期とも定期的に会い、リフレッシュしています。看護師としての働き方は様々
であり、今後どのような働き方をしていくのかは未定ですが、これからも看護師として様々な人と関わり、日々
勉強を続けていきたいと思っています。

『遺伝子パネル検査と検査技師』

木々の葉も色づき、キムワイプの美味しい季節となりました。やはり初物は
お造りでいただくのが格別と存じます。2013 年に京都大学大学院を卒業した私
は現在、近畿大学病院で勤務しております。ご想像の通り、マグロに餌をあげ
てから勤務開始となります。卒業後も病院勤務の傍ら、高桑徹也教授にお世話
になり、博士号を取得させていただきました。深く感謝申し上げます。二足の
わらじの我儘を許してくれた妻にも感謝です。本当にありがとう。
7年間病理部で勤務し、院内でNGS 検査をおこなうゲノム医療センターを
立ち上げる際に異動し、今に至ります。現在は遺伝子パネル検査の検体管理、
NGSを用いてODxTTの院内検査をおこなっています。
社会人になる私に「10 年間はNoと言わずに頑張りなさい。自分の意見を言って行動に移すのはそれからだ」
と高桑先生に言っていただいたのを胸に、働いてきました。そして今年で 10 年です。ついにタガが外れます。
最後に息子と娘へ。毎日のように作ってはいるが、パパの仕事は本当はモンスターボール職人じゃないんだよ。
いつか気づいてくれるといいなと思う今日この頃、皆さまはいかがお過ごしでしょうか？

看護学科　2015 年卒　久保田　真衣

検査技術科学コース　2013 年卒　白石　直樹

将来のこと

苦しみもがいた経験を今後に

京都大学医学部人間健康科学科　先端作業療法学講座 4 回生　井ノ阪　賢一

先端理学療法学講座修士１回生　神谷　駿斗

私は大学に入学して半年が経ったころ、「自分は将来どのように生きていくのだろうか」という形のないもの
を頭の中に抱えていました。その形は 1 日単位でも変化していて、ある講義を受ければ「将来は○○を勉強し
たい」、別の講義を受けて「仕事は××がいい」、次の日の朝には「△△になりたい」と忙しい毎日を過ごして
いました。

ある日、影響されやすい私は講義で作業療法の存在を知り、いつものように感銘を受けました。次の日、作
業療法についてもう少し知りたいと思い図書室で本を借りました。何日か経ち、その作業療法の講義のレポー
トを書くうちに自分の考えがまとまりました。翌月、作業療法学講座の研究室見学に応募してみました。そこ
から数か月間、私が履修する講義は作業療法学の内容を取り扱っておらず、私が自ら進んで作業療法について
調べることはありませんでしたが、作業療法の存在を知ったあの講義で受けた感銘は
頭の中にまだ残っていました。私からするとそれはとても不思議な感覚で、何か運命
的なものだと思い、必然的に作業療法学コースを選択しました。

私が作業療法の何に惹かれたのかは正直なところ説明できませんし、多分これから
も変わっていくのだと思います。どのような作業療法士になりたいかということも、
恐らく今後二転三転していくので敢えて決めないようにしています。ただ、稀に私の
頭に残り続けるものがあるので、それを大切にしていこうと思っています。私が将来
どんな作業療法士になっているかが今はとても楽しみです。

今春、理学療法学講座を卒業し、同大学院臨床バイオメカニクス研究室に進学しました。大学入学時から研
究に興味があった私にとって、研究室は温かい先生方や先輩方に囲まれて日々学びを深められるとても充実し
た環境です。

学生生活の傍ら、幼少期から続けていたバレエの集大成として、日本で最も権威のある「こうべ全国洋舞コ
ンクール」に挑戦しました。２年前の学部３回生の時は、入賞できず、ずっと悔しさが残っていました。今回
は１年かけて栄養管理や呼吸法まで気を配り、身体を最高の状態に作り上げて挑みました。本番はとても緊張
しましたが、やってきたことを信じることで、満足のいく演技ができ、日本一に輝きました。これまでの人生
でこの上ない達成感を味わいました。支えてくれた家族や先生方に
形として恩返しができ、うれしく思います。身長が低くダンサーと
して身体条件に恵まれていませんが、日々の継続や細部へのこだわ
りを追求することで、大きな壁を乗り越えられることを経験できま
した。これからも周囲の方々への感謝を忘れず、この苦しみもがい
た経験を研究や生活に活かしていきます。



  

 

 

  

 

 

 

 

 

京都大学同窓会紫緑会への 

ご寄付のお願い 

  

    

  

 

 

  

 

 

 

 

 

京都大学同窓会紫緑会への 

ご寄付のお願い 

  

    

　現在、 紫緑会は主に入会者減少による財政難のため、 活動を抑えて運営しています。 今年度は、 これ
まで支部で行われていたセミナーや交流会への支出は休止しています。
本学にご協力いただき、 入会者については増加傾向にあり、 見通しが立ってきました。 現在は、 財政を立て
直しながら、 本学との連携を深めて現状に合った在校生に役立つ内容を考え、 卒業生の研鑽 ・ 交流の場
を持てるように、 検討しているところです。
　これまで同様、財源確保のため、同窓生の皆様や本学の先生方からのご厚意はたいへん貴重なものであり、
本会の趣旨にご賛同いただけましたら幸いです。
　今後とも紫緑会の発展のために皆様の温かいご支援を賜りますよう、 なにとぞよろしくお願い申し上げます。
　ご寄付にご協力いただける方は下記の口座までご送金ください。

紫緑会会長　梶原香里
 	 1 口 2,000 円で、 口数は任意です。
	 振込先：ゆうちょ銀行	 記号：１４４６０－２
				    番号：５１７２５２１ 名義：紫緑会 
				    ＊全銀システムによる他金融機関からの振込サービスをご利用の場合は、 
				    店名：四四八（読み：ヨンヨンハチ）店番：４４８ 
				    預金種目：普通預金  口座番号：０５１７２５２
				    名義：紫緑会

会　　長 梶原　香里（作業療法学科 1985 年卒）
副 会 長　島　　浩人（理学療法学科 1987 年卒）
事務局長 山内　洋子（特別会員） 
常任委員 幸野　里寿（看護学科 1988 年卒） 
常任委員 藤善　　将（作業療法学科 1991 年卒）
常任委員 池添　冬芽（理学療法学科 1992 年卒）　
委　　員 奥藤美智子（看護学科 1978 年卒）

〃 門　　惠子（看護学科 1993 年卒）
〃 北久保和加子（看護学科 1983 年卒）
〃 龍野　和恵（看護学科 1978 年卒）

〃 中井　葉子（専攻科 1993 年卒）
〃 日高美登里（専攻科 1988 年卒） 
〃 伊藤　明良（理学療法学科 2010 年卒）
〃 建内　宏重（理学療法学科 1998 年卒） 
〃 宮坂　淳介（理学療法学科 2005 年卒）
〃 草野　佑介 ( 作業療法学科 2008 年卒 )
〃 森脇みなえ（作業療法学科 1995 年卒）

会計監査　池添　冬芽（理学療法学科 1992 年卒）
会計監査　伊藤　明良（理学療法学科 2010 年卒）
顧　　問　青山　朋樹（特別会員）

紫緑会役員名簿



紫 緑 会 活 動 報 告

2024 年度　会計報告
（2024 年 4 月 1 日～ 2025 年 3 月 31 日）

〔収入〕
会費（19 名分）　　　　　　     　 570,000
寄付　　　　　　　　　　　　　   29,000
利息　　　　　　　　　　　　       294
　　合　計　　　　　　　　       599,294

〔支出〕
事務費　　　　　　　　　         554,720
会議費　　　　　　　　　　　　　  23,000
通信費　　　　　　               430
印刷費　　　                     44,550
ホームページ管理費用　　　　　　　17,600
　　合　計                          640,300

支部助成金　　　　　　　　　  
　　　（内訳）
　　　　　看護 （        0）
　　　　　検査技術科 （  50,000）
　　　　　理学療法　    　 （  30,370）
　　　　　作業療法 （  60,830）
　　　　　専攻科    　　 （        0）

141,200
支出合計 781,500

前年度繰越金　 11,688,982
次年度繰越金　 11,506,776

2025 年度　予　算　案
（2025 年 4 月 1 日～ 2026 年 3 月 31 日）

〔収入〕
会費＊ 1　　　　　　     　（1 口　30,000 円） 450,000
寄付　　　　　　　　　　　　　   200,000
利息　　　　　　　　　　　　       2,000
　　合　計　　　　　　　　       652,000

〔支出〕
事務費＊ 2 570,000
会議費＊ 3 25,000
通信費＊ 4 20,000
印刷費＊ 4 100,000
ホームページ管理費用　　　　　　　 18,000
125 周年記念式典 15,000
　　合　計                          748,000

支部助成金：今年度はなし。

＊ 1　新入会員　人間健康科学科 15 名（予定数）
＊ 2　事務局員人件費、文房具、コピー費
＊ 3　役員会・常任委員会日当、交通費
＊ 4　�紫緑会だよりデータ作成費・勧誘文書印刷費

　最近、鏡を見るたびに「なんか老けたなぁ」と思うことが増えました。そう、「還暦」を迎えてしまったのです。
学生時代、「60 歳 !? すごい大人！お年寄り」なんて思っていたのに、まさか自分がその年齢になるとは…人
生は本当に早いものですね。
　今回の同窓会会報を作成するにあたりでは、各世代の皆さまから寄せられた近況や思い出を通して、懐か
しさとともに、「これからも頑張ろう」という気持ちを新たにしました。
　医療現場に入ってから 40 年ほどなりますが、医療の技術の進歩、価値観の変化、そして人とのつながり
のあり方も様変わりしました。しかし、どんな時代であっても、患者さんに寄り添う心、共に学び合う仲間
の存在は変わらぬ支えであったと思います。
　還暦を迎えても、まだまだ人生はこれから。健康第一で、笑顔を忘れず、趣味など楽しみを持って過ごし
ていきたいですね。そして、またどこかで“あの頃の仲間”と再会できる日を楽しみにしています。
� 紫緑会副会長　島　浩人（理学療法学科　医短 3 期卒業生）

 2021 年度　会　計　報　告
（2021 年 4 月 1 日～ 2022 年 3 月 31 日）

〔収入〕
会費（22 名分） 660,000
寄付 56,000
利息 35
      合　計 716,035

〔支出〕
事務費 587,954
会議費 22,000
通信費 361,471
印刷費 269,775
ホームページ管理費用 17,600
      合　計 1,156,280

支部助成金  
         （内訳）
            　看護学科 （ 176,000）
            　検査技術科学科 （ 30,750）
            　理学療法学科 （ 79,035）
            　作業療法学科 （ 37,967）
            　専攻科 （    　  0）
 323,752 
支出合計 1,480,032 

前年度繰越金 14,583,079
次年度繰越金 　13,819,032

2022 年度　予　算　案
（2022 年 4 月 1 日～ 2023 年 3 月 31 日）

〔収入〕
会費＊１ ( １口　30,000 円 )　    750,000
寄付 50,000
利息 1,000
    合　計 801,000

〔支出〕
事務費＊２ 800,000
会議費＊３ 25,000
通信費＊４ 400,000
印刷費＊４ 180,000
ホームページ管理費用    18,000
卒業記念品費 (2022･2023 年度分 ) 150,000
入学記念品費 (2023･2024 年度分 ) 70,000
      合　計 1,643,000

支部助成金 
         （内訳）
　　　　　看護学科  （ 300,000）
　　　　　検査技術科学科 （ 100,000）
　　　　　理学療法学科 （ 150,000）
　　　　　作業療法学科 （ 50,000）
　　　　　専攻科 （         0）
 600,000
支出合計 2,243,000

＊１   新入会員　人間健康科学 20 名（予定数）
＊ 2   事務局員人件費、文房具、コピー費等
＊ 3   役員会・常任委員会日当、交通費
＊４　 紫緑会だより 4500 部作成送付予定

編集後記
　いきなり私事で恐縮ですが、年始早々、妻が新型コロナ陽性となりました。幸い症状は軽く、ホテ
ル療養ということになりましたが、自宅前にタクシーのお迎えが来たときの光景は忘れられません。
運転席と客席はプラスチック板で隙間なく完全に仕切られており、運転手が降りてくることもなく挨
拶交わすこともなく、まさに私自身が妻を車に乗せて見送る形でした。
　少し前に「餃子の王将」へ行きました。一人だったのでカウンター席へ通されたのですが、一人ず
つパーティションで仕切られており、お客さんは隣のお連れさんとも話をすることなく皆スマホに集
中しながら黙々と食事しています。会話のない個食。3 年前であればなんと味気ない食事風景だったこ
とでしょうか。
　新型コロナの今後の対応策ですが、「専門家」と呼ばれる人たちの間でさえ意見は分かれています。
　世界情勢をみると、2 月に戦争が始まり、これも終息の兆しが見えません。世界の分断が再び始まっ
ており、各国は何ら有効な解決策を見出せていません。
　「分断」と「不確実」。重い言葉を並べてしまいましたが、まさにそのような時代を私たちは生きて
いるという実感をもちます。
　ただ、この混迷の世に飲み込まれてしまってはいけないとも考えます。先の王将でのパーティショ
ン食事ですが、感染対策、お店の要求だからという受け身ではなく、「一人になれて横の雑音も聞こえ
ず自由に思索できた」と主体的に前向きにとらえれば、個食・黙食は仕方ないこととはいえ、案外悪
くはないなと思い直しました。
　同窓生の皆様におかれましても様々な立場や生活がおありですが、どうか、日々の中の些細なこと
にも自分なりの小さな喜び・悦び・歓びを（それぞれ少しずつ意味が異なります）見出してお過ごし
くださればと存じます。

副会長　徳野　治（衛生技術学科　1994 年卒業）

紫 緑 会 活 動 報 告

   紫緑会役員名簿

会　　長　幸野　理寿（看護学科 1988 年卒）
副 会 長   徳野　　治（衛生技術学科 1994 年卒）
事務局長   兼重　美希（作業療法学科 2011 年卒）
常任委員   清水　智子（看護学科 1988 年卒）
　 〃 　　平伴　英美（検査技術科学科 2009 年卒）
　 〃 　　島　　浩人（理学療法学科 1987 年卒）
　 〃 　　梶原　香里（作業療法学科 1985 年卒）
委員・会計監査兼任   池添　冬芽（理学療法学科 1992 年卒）
　 〃 　   伊藤　明良（理学療法学科 2010 年卒）
委      員   奥藤美智子（看護学科 1978 年卒）
　 〃 　　北久保和加子（看護学科 1983 年卒）
　 〃 　   斎田聡一朗（看護学科 1998 年卒）
　 〃 　　龍野　和恵（看護学科 1978 年卒）

委　　員　門　　恵子（看護学科 1993 年卒）
　 〃 　　中井　葉子（専攻科 1993 年卒）
　 〃 　　日高美登里（専攻科 1988 年卒）
　 〃 　　上野　裕達（衛生技術学科 2002 年卒）
　 〃 　　川原　幹夫（衛生技術学科 1984 年卒）
　 〃 　　穂積　順子（衛生技術学科 1995 年卒）
　 〃 　　松尾　英将（検査技術科学科 2011 年卒）
　 〃 　　建内　宏重（理学療法学科 1998 年卒）
　 〃 　　宮坂　淳介（理学療法学科 2005 年卒）
　 〃 　　井上　直子（作業療法学科 1997 年卒）　
　 〃 　　藤善　　将（作業療法学科 1991 年卒）　 
　 〃 　　森脇みなえ（作業療法学科 1995 年卒）
顧　　問　足立　壯一（特別会員）

《ご寄付のお願い》
　紫緑会では会員の方々からのご寄付を募っております。今後会員の増加とともに運営費の不足が
懸念されます。３千円を一口としてご寄付を募らせていただいておりますので、どうぞご協力くだ
さいますよう、よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　紫緑会会長　幸野　里寿

　　振込先　ゆうちょ銀行　記号：１４４６０－２　番号：５１７２５２１　名義：紫緑会　
　　＊全銀システムによる他金融機関からの振込サービスをご利用の場合は、
　　　　　　　　　　　店名：四四八（読み：ヨンヨンハチ）　店番：４４８
　　　　　　　　　　　預金種目：普通預金　口座番号：０５１７２５２　名義：紫緑会

紫緑会事務局
《住所等会員情報の変更がございましたら、事務局へメールか郵便にてご一報下さい。
その際に、封筒の宛名に記載されている会員番号を必ずお知らせください。》
〒 606-8507　京都市左京区聖護院川原町 53　京都大学医学部人間健康科学科内
　E-mail：shiryokukai@gmail.com　ホームページ：http://shiryokukai.org/

作業療法支部より
　2024 年度は、紙面で最後となるゆりの木通信第 33 号を発送しました。詳細は HP 各支部より作業

療法支部に掲載のゆりの木通信第 34 号をご覧ください。


